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６月５日�日本放射線技師会の総会が開催された｡

昨年まで総合学術大会で行われた永年勤続表彰が議事に先立ち行われ､ 本会から50年勤続表彰

として伊藤陸郎事務局長が､ 30年勤続表彰として志賀秀範氏が授賞式に出席され､ それぞれ永年

勤続表彰を授賞された｡

熊谷前会長時代は強引及び排他的な運営､ 熊谷前会長が役員として設立した出版会社､ 平成19

年総会での強引な運営手法等会員に対して不信感を抱かせた｡ 今回の総会は今までの混乱した総

会とは違い粛々と議事が進められ､ 平成22年度の予算案以外は大幅に過半数を超す賛成で承認さ

れた｡ 今年度は役員改選があり平成22・23年度の選挙が実施され､ 地域選出理事15名､ 会員監事

１名は定数内であり当選となった｡ 理事会推薦理事16名と会員外監事１名については選挙規定に

より信任投票となり投票の結果､ 全員が過半数を超えた信任票を得て選任された｡ 翌日開催され

た理事会の会長挨拶の中で平成21年度事業の中で未消化の事業があったこと､ 第26回総合学術大

会の準備が遅れ東京都及び首都圏技師会に多大の迷惑をかけたので会長職を降り会の運営を後任

に委ねたいとの表明がされた｡ 新会長には東京都放射線技師会の中澤靖夫会長が信任され､ 本県

から片倉監事が財務担当常務理事､ 私が災害対策理事で日本放射線技師会の役員として２年間勤

めることになった｡ 中澤靖夫新会長は３Ｃ (Clean 清潔､ Clear 透明性の確保､ Communication

対話) の技師会を作る会の世話人として熊谷元会長の傲慢な日本放射線技師会の運営に批判して

きた｡ これからの日本放射線技師会は各都道府県放射線技師会の主体性を尊重し､ 協力しながら

会の運営を図っていくと思われる｡ 福島県から２名の理事が選任されており､ 日本放射線技師会

への要望等があれば是非福島県放射線技師会を通して意見及び要望をお願いしたい｡

公益法人移行申請を６月末に福島県庁に提出した｡ 今以上に公益性のある活動を行うため以前

も記述したリレー・フォー・ライフ2010in福島を役員一丸となって取り組むこととした｡ ９月４

日�から５日�にわたって福島医大 陸上競技場をメイン会場として開催されるので是非参加を

お願いしたい｡ また県民へのよりよい医療提供するためには会員の技術向上と知識の高揚が必須

であり､ 福島県放射線技師会の各分科会や研究会で開催している研修会や講演会を受講するよう

に希望する｡
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平成22年度 (第63回) 福島県放射線技師会総会が､

５月15日､ 16日会津支部担当のもと会津東山温泉 ｢東山

グランドホテル｣ で開催された｡

総会に先立ち学術委員会分科会活動について各分科会

担当から報告された｡ 続いて一般公開形式で特別講演が

行われ､ ｢災害活動現場の現状｣ と題して会津若松消防

本部警防グループ 消防司令 真部文夫先生から火災現

場､ 交通災害現場等の活動状況について､ 個々の事例ご

とに､ 我々もその現場に遭遇しているかの様な､ 緊張感

が伝わってくる内容に会場内は聞き入っていた｡

総会は会長挨拶の後に表彰式が行われ､ 50年永年勤続

は伊藤陸郎､ 30年永年勤続は青柳不二雄 (大原綜合)､

村上博文 (川俣)､ 佐々木徹 (太田綜合)､ 白川義廣 (竹

田綜合)､ 星寿郎 (坂下厚生)､ 泉英親 (菅波病院)､ 志

賀秀範 (磐城共立) の各氏の名前が読み上げられた｡ 20

年永年勤続として高野基信 (県立医大)､ 阿部智 (大原

綜合)､ 木戸敏平 (福島西部)､ 渡辺義秋 (保健衛生)､

堤雅紀 (星総合)､ 増子勇一 (寿泉堂)､ 水谷和芳 (西会

津診療所)､ 渡部仁 (喜多方病院)､ 遠山和幸 (会津総合)､

村上薫 (小野田)､ 森下克彦 (かしま)､ 村上光幸 (磐城

共立) の各氏は本年度県総会での表彰状授与となった｡

学術奨励賞は､ 平成21年度学術奨励賞が永井千恵 (県

立医大)､ 田代和広 (白河厚生) の両氏､ シネ研学術奨

励賞は片倉俊彦 他の各氏が選ばれた｡

平成21年度生涯教育ポイント表彰者は､ 上位ポイント

取得者のうち主催者側である堀江常満､ 鈴木憲二両氏を

除いた､ 佐藤美千男 (枡記念)､ 村上克彦 (県立医大)､

実川剛 (磐城共立)､ 佐々木亮浩 (福島労災) の４名が

同ポイント取得者として表彰状授与となった｡

総会は､ 議会運営委員長の小松一文氏より､ 本総会は

会員総数625名中457名の出席があり､ 成立する旨の宣言

があった｡ 議長に鈴木宏昭及び古川義一両氏が選出され､

提案された議題は､ 原案通り可決された｡

総会の後は恒例の賛助会員を交えて情報交換会が行わ

れ盛会のうちに終了した｡

１､ 日 時：平成22年５月15日 午後４時45分

１､ 場 所：東山温泉 東山グランドホテル

１､ 会員総数：625名

１､ 出席者数：457名 (うち委任状出席者403名)

総会運営委員長小松一文より､ 会員総数625名中457

名の出席があり､ 有効に成立する旨の報告があった後､

議長選出に入った｡

議長には会員鈴木宏昭及び古川義一が選出され､ 議

長は議事録署名人に会員山下朋広及び小山英明を指名

する旨提案があり諮ったところ､ 満場一致により承認

された｡ ついで下記議案について審議に入った｡

１､ 議 題

第１号議案 平成21年度事業報告について

会長鈴木憲二から詳細な説明がされた後､ 議長は

これを議場に諮ったところ､ 満場一致異議なく可決

承認された｡

第２号議案 平成21年度決算報告について

担当理事佐藤勝美から詳細な説明がされた後､ 議

長はこれを議場に諮ったところ､ 満場一致異議なく

可決承認された｡

第３号議案 平成21年度監査報告について

監事片倉俊彦から平成21年度監査を､ 平成21年４

月12日に行った結果､ 各予算の執行は適正に処理さ

れており､ 預金通帳・領収書・会計帳簿等について

正確であるとの報告があり､ 議長はこれを議場に諮っ

たところ､ 満場一致異議なく承認された｡

第４号議案 平成22年度事業計画案について

会長鈴木憲二から詳細な説明がされた後､ 議長は

これを議場に諮ったところ､ 満場一致異議なく可決

承認された｡

第５号議案 平成22年度予算案について

担当理事佐藤勝美から詳細な説明がされた｡ 収支

予算書の中で数値訂正があり､ 積立金会計予算中､

繰出金収入を805,000円､ 雑収入を15,000円に変更し

て提案された｡ 議長はこれを議場に諮ったところ､

満場一致異議なく可決承認された｡

第６号議案 その他について

会長鈴木憲二から､ 平成22年度全国放射線技師総

合学術大会への参加の勧誘､ 副会長遊佐烈から､ 平

成22年９月に福島県立医科大学を会場に実施される

｢リレー・フォー・ライフ｣ への参加呼びかけがあ

り了承された｡

以上をもって議案全部の議事を終了したので議長

は午後６時10分閉会を宣言し解散した｡
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福島県立医科大学附属病院放射線部 遊佐 烈

リレー・フォー・ライフは､ がん患者・その家族､ そ

の支援者らが会場を交代で夜通し歩き続けながら､ 絆を

深めあい､ がん制圧への願いを社会へ発信していくチャ

リティイベントです｡ しかし､ 全員が夜通しで歩かなけ

ればならないものではありません｡

自分の都合で土曜日の夕方しか参加出来なくても結構

ですし､ 日曜日の午前中しか参加出来なくても結構です｡

おそらく全てのチームが夜通し歩き続ける事は出来ない

でしょう｡

それでも構わないそうです｡ 参加出来る方が自分の使

える時間をリレー・フォー・ライフの為に少しだけ分け

て下さい｡ それで結構です｡

平成22年６月26日�福島テルサにおいて､ 第24回福島

県臨床画像研究会が開催された｡

今回のシンポジウムは､ ｢CRからFPDの時代へ｣ と題し

て㈱島津製作所 武尾和浩先生､ シーメンス旭メディティ

ク㈱ 中村宰治先生､ GEヘルスケアジャパン 菊池 亨

先生､ 富士フィルムメディカル株式会社 小川博之先生､

㈱キャノンマーケティングジャパン 長島正美先生､ 日立

メディコ 前田道利先生､ コニカミノルタ 竹内浩美先

生､ 東芝メディカルシステムズ㈱ 鈴木浩一先生方に各

社FPDの製品紹介ならびに特徴についてわかりやすく講演

していただいた｡

特別講演は ｢乳房のMRI診断｣ と題して､ 仙台市立病

院放射線科 山田隆之先生より乳房MRIのガイドライン､

乳がん診療ガイドラインの解説を交えながら､ MRIの適

応症例等についてわかりやすく講演していただき､ 大変

有意義な内容となった｡ 約100名近い参加者で会場は熱

気のある研究会となった｡ (今野)
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｢平成22年度県北支部総会｣ 開催される

去る平成22年４月23日､ 県北支部総会が福島テルサに

おいて開催された｡ 保健衛生協会の林王明美さん､ 福島

医大の後藤孝さんが議長に選出され ｢会員数166名中､

委任状を含む出席者が135名｣ との資格審査委員からの

報告で総会の有効宣言がされた｡ 議事は大きな問題も出

ず淡々と進行し､ 事業計画及び予算も満場一致で承認さ

れた｡ 総会では佐藤靖芳支部長より ｢本年度も支部独自

の勉強会を開催しながら多くの会員が参加していただけ

るよう努力していきたい｣ とのお話があった｡

その後､ 懇親会が行われ席上､ 鈴木憲二県会長より今

年度に日本放射線技師会の役員改選が行われる事にふれ

られ ｢地方に還元した取り組みや会員のための運営をも

う少ししていただくよう中央に提言していきたい｣ との

お話があった｡ また今年９月に開催される ｢リレー・フォー

・ライフ・2010イン福島｣ への積極的参加もあわせてお

願いがあった｡ 今回も多くの賛助会員の参加もあり和や

かな雰囲気の中で遅くまで親睦が続いていた｡ 今後も支

部の活動をより活発化するために会員の皆様の積極的な

参加を望みます｡ (池田)

｢第32回会津MRI研究会｣ 開催される

平成22年５月28日､ 山鹿クリニック２階会議室におい

て､ 会津MRI研究会が開催されました｡ 当研究会も第32

回を迎えることができ､ まずはじめに共催していただい

ているバイエル薬品株式会社さんから ｢診療報酬改正に

ついて｣ ということで､ 発表をいただきました｡ ご存じ

の通り､ 今年度初めに診療報酬改正がなされており､ 今

回はどういう状況になっているのか､ DPCが絡んでくる

とどうなるのかなど､ 改めてご教示いただきました｡ ま

た､ GEヘルスケア・ジャパン株式会社さんからは ｢最

新ソフトのご紹介｣ と題して､ 新しい脂肪抑制技術であ

るIDEALを中心にご講演をいただきました｡ このIDEAL

は局所磁場不均一を克服した技術で､ 従来では困難だっ

た複雑な形状の部位において､ 非常に良好な脂肪抑制画

像が可能となり､ １回の撮像で脂肪抑制有り無しを含む

４種類の画像を得ることができる興味深いアプリケーショ

ンでした｡

発表の

後はフィ

ルムカン

ファレン

スとして､

頭頚部領

域の画像

を中心に

ミーティ

ングを行

いました｡ 各施設とも頭頚部領域､ 特に眼窩や副鼻腔な

どの撮像においては様々な工夫をされているようで､ い

ろいろな情報を持ち寄り意見を交換して､ そこから様々

な発想が生まれて､ 非常に有用なカンファレンスをする

ことができました｡ (森谷)

｢県南支部理事会｣ 開催される

去る６月９日､ 郡山市のビックアイにて県南支部理事

会が開催されました｡ 県技師会会務報告や今年度の活動

についての意見交換がされました｡ 近い予定では､ ７月

31日�午後より郡山市のビックアイ７Fにてサマーセミ

ナーを開

催いたし

ます｡ 講

演は ｢賢

く CT を

使いこな

す為の基

本特性と

ADCTの

特徴解説

(仮)｣ ｢H22年度診療報酬改定の影響とフィルムレス化に

伴う問題点 (仮)｣ の２題を予定しています｡ 多数のご

参加を希望しております｡ (本間)

梅雨の季節｡ 色鮮やかな紫陽花が目をひきます｡ そし

てあちこちで見かけるかたつむり｡ 実は結構種類がある

そうです｡ カラの渦の巻き方も右巻きが主流で､ 左巻き

なのはその名も ｢ヒダリマキマイマイ｣ だけだとか・・・

仕事に追われる日々､ 朝のすがすがしい景色を楽しむ心

のゆとりを持ちたいものです｡ (池田)
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